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大橋隆憲先生と社会階級構成論・障害者統計論

野洋正徳

大橋先生を，衣笠・竜安寺田そばのご自宅にお訪ねする~，先生は，介いてい白いγ

ャツ，内いトレハンのふだん着姿で玄関にあらわれ，私たちを居室ま ξ案内して下さっ

た。若い頃は三階の書斎に入られたが，近頃はー惜の和室のことが多くなった。床り同

には，小さな観音きまの像が安置してあった。いつか像の由来をたずねると， この家は，

実は，青蓮寺というお寺であ~，仏像は聖観音といって，お寺のご本尊さまだ， という

お話をうかがって驚いたことがある。先生は，優美な観音さまのかたわらにお座りにな

ヮて，おびただしい資料のファイル・辞書なとにとりかこまれながら， 戦争を企てるも

りへの憤り，財界家系図の分析，自衛隊とのやりとりなどを，おだやかな笑顔と，物静

かな，しかし熱っぽい口調で語られたものだった。

その先生とお別れしてから，はや2ヶ月にもなるのすでに私は，先生を偲ぶ一つの断

章を記したことがあるUので， ここでは，先生の社会階級構成論と障害者統計諭を中心

に，先生の研究，社会活動と生活の一端を想いおこしてλたい。

(1)先生は，戦前から，河上肇の「階級闘争の必然性と其の必然的転化」 ο926年〉り

影響の下に階級分析の必要を考えておられたが， 具体的に社会階級構成の研究に着手さ

れた端緒"は， 1848年， 1当時は日本り軍国主義が倒れてからまだ2ヶ年半足らずの時

点で，空腹とインフレに皆がなやんでいまし行。 しかし士多数白人びとは民主主義の進

展に明るい希望をかけていました」ω頃，執筆された「飢餓線上の生活実態」ω であっ

1l 上程正郎j 同時代を生きた大橋隆憲に， 1経済」第229号， 19田年5月。野沢正徳，統計学

者大橋陸自先生を偲ぶ， I司上。
2~ 先生じしんのお話による。文部省宇学研涜費総合研究グループによる，統計学者へ白イシタピ

ュ の速記総 「日本における統計学の発展」第51巻(話し手回大橋経過)，統計数理研究所，

1983年j 参照し

3) 大喬隆広河上聾の階組闘争企 「第27回河上祭バンプレットJ(1973年6月11・12. 13日)，
1972年G月，京大何上祭実行委員会。
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た。先生はこの論文で， r国民ー各グループについてJ， (1)有産者階級， (2)就業労働者

群 CIこれについては国民経済上生産的な部面の就業者と非生産的寄生的な部面の就業

者とを，また上層部(労働貴族〕と下層部とを分けて考えるを要す。J")，(3)失業者群，

(4)要保護者群， (5)階級脱落者群 (A 浮浪児 Bーヲヒ失婦 C. 常百的犯罪者〕を区別

し，国民各層の生活水準を，要保護者の生活保護費j 居宅保護者の生活，収容保護者の

生活，労働者階級の生活水準の聞で分析したのも， さいごに， rここに到れば強引に警

察力でこの生産関係を維持するか， あるひは生産関係を変更して生産力を伸ばすかの何

れかの道が残されるだけとなる。働いても働いても食えない植民地水準に経済を安定(り

せしめるか否かは， に組織労働者の力にかかっているoJ6) と結んでいる。 とくに注目

をひくのは』 地域において，民生委員が有産者と労働貴族の独占するところとなり， 保

守政党の機関白性格を濃くもっているため， 生活保護費が保守政党の投票動員のために

機能していること，これに対して「要保護者の人格権回目立的確立と， 民生事業の徹底

的民主化が必要」ヲ}であると強調したことである。 また，論文末には， rr飢餓Jの経済

学統計集」として， (1)国民の陪級区分から(29)国民生活水準にいたる29の統計がかかげ

られているが1 これbはりもの「統計指標体系」の提起へと発展する 4のであった。L-

たがっ亡， 先生のその後の経済統計論・階級構成論・社会福祉論の諸論点は，展開の萌

芽をすでにこの論文のなかに内蔵していたz といえるであろう。

(2)1950年代になって， 階級構成の研究は，諸氏の先駆的な研究が開始されるUが， 先

生は， 1959年， r社会階級構成表の意義と限界J"'を発表して，諸社会階級の理論的規定

にもとづき， 国勢調査の職業分類と従業ヒの地位分類の組合わせによって人口面の階級

構成表を作成官る手続き=いわゆる大橋方式を提案し， その後の階級構成心ふ情的研究

4) 大橋隆憲，飢餓線上の生活実態 要保護者の場合 ， r国民怪済」第3巻第11号， 1'948 

年11月，世ム社。なお，同誌の他の執筆者は，堀江巴 !平曲利堆7 西陣官夫!川崎[ユ三郎，木

村楕八~~，高橋正雄，鈴木鴻一郎等の諸氏であった。
5) 岡上， 48べーシ。

の同上， 53へジ。
7) 同上， 52ベージ。

8) 195C年代L嶋田階紐構成の研究動向については，北海道大学経済学部統計室(担当，内海庫ー

郎)，現代日本の階級階周構成表集成， No. 1， 2， 1969名および，木下此階級構成表， r社会

科学として白統三|学 円本における成果と民望J1976年，産業日統計研究社，を参問。
9) 大橋隆弘社会階級構成衰の意義と限界 統計にあらわれる資本家階段について ， r京
犬経世守学部印I立40間年記岩佐済学論集JHl50年5月j 有斐閣。
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をリードさt1した。

階級構成の研究で最も基礎的な問題は，社会階級・階層の基本的分類であるが， 先生

白社会階級の分類は，研究・討論の進展につれて，次第に発展するところに特徴があっ

た。先生は3 ①「社会階級構成表の意義と限界」引L これに先立つ日本統計研究所の

階級構成表にならい， A 資本家階級， B 旧巾問眉， c 新申開閉， D 労働者階紐

に区分し，新中間層に被雇用の専門技術者・一般技術者j 軍人・警官・保安サーピス員

をふくめていたが，②「独占資本家層再編のー紐帯J10
) では 1管理的職業従事者z

E高級官吏・軍人・警官， m自営業者層， IV雇用者・失業者を区分して， 雇用者の中に

専門的・技術的職業，事務員の雇用者と生産的労働者とを並べて位置づ円， ③「戦後日

本の階級構成と最高経営者陪中核部Jll1 では， A 資本家階級， B 自営業者層， c 

労慎ibc吉階級，D 軍人・警官・保安サーピス員と区分し，労働者階級の中に， いわゆる

サラリーマン屑(専門的技術的職業従事者，事務従事者)，生産的労働者層， 不生産的

労働者層(販売従事者，サーピλ 職業従事者〕の三層を区別したのち，①「日本D階級

構成J (1971年，思波新書〕にオJいて，現行の階級・階層の基本的規定(③と同じ， た

だし軍人などを資木家階級の次に並べる】にたどりつ〈。この変遷は， 先生がいわゆる

サラリーマンの新中閣層的現象と労働者的本質とを統一的にとらえようとする苦心さん

たんの結果であわ，諸氏の意見に卒直に耳を傾ける「柔軟な心」のあらわれでもあっ

マ?

~。

先生の階級構成研究の統計方法上の特質を考えると，次の諸点があげられるであろ

う。第一に，先生は，社会の現実的課題にとりくむ ζ とを，政治経済学者としての自ら

の責務とし山， しかも単に理論・方法次耳目抽象論に安仕するのでなく，統計による実

10) よ楠隆憲1 独占資本語層再編の 紐帯 1962年「財界家系岡」総括試論 ， r経済論叢」

第94巻第5号， 1964年II月。
11) 大橋隆憲，戦後日本の階紐構成と段高経世右回中捜部， r地，11虎三先生古稀記危 現代の経帯

と統計J1968年5月，有斐閣。

12) r来るべき一九eoC年の日米安保条約の「存続」または「破棄」生前にして， 日本の諸階級，

請階層がい7)'なる現実認識の下に，し、かなる動向を示しつつあるか，そしてそれらを強く規定す

る経済的基礎条件はどのようなものであり，また，それらはいかに変りつつあるか，これらの事

項をできるかぎりその本質的関儒から明確にしておくことは，政治経済学研究者の当面の重要課

題の つである，J大橋隆憲，現代日本の階級構成 その統計による研尭のために ， r経
済論議J錦町者第3号1 ユ964午 3月リ
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証的分析をつうじてヲ理論の検証・構成を一歩々々すすめよう'"'とされた。第二に，先

生は，統計学=社会科学方法論説の立場にたち，階級構成研究をつうじて，統計方法を

具体的に発展させようとした1九そのーっとして，先生は，階級・階層の数量的把握の

さい，前も uて必ずその理論的規定と具体的技術的規定のさまざまな試みを行ってい

あ。第三に，先生は，政府統計的批判的利用の可能性をギリギリまで追求し， つねに新

しい利用形態を検討した。 I就業構造基本調査」の組替えによる階級構成衰の試み，

「事業所統計j I法人企業統計」の規模別分類の利用，新しい「社会経済分類」り採用，

などである。第四に，先生は，政府統計による分析の限界をも認識し， 個別資料の探

索・利用によってこれを補足した。独占資本家層の分析における「高額所得者名簿」

「財界家系図j，地域階級構成分析のさいの「会社年鑑JI選挙資料」などである。先生

はこうして，Q:佃人，①企業規模1 企業集団と下請・系列関係，③所得・分配関係， ④ 

地域などのレベルで， 階級・階層の重層的構造を可能な限り明らかに Lょうとされたり

である。

(3)先生の階級構成1ilF'1rは， I日本の階級構成j(1971年〉から， I新マルグス経済苧講

座第6巻・戦後日本資本主義の階級構成j (1976年〉へと発展するが，これは，政治経

済学の内容からみても j 重要な現代的課題を提起したものであった。その主要点をあげ

るとj 第一に，先生の多〈の研究によって，全国・地域り経済分析における階級・階層

別祝点の重要性が明示され，広い影響を及ぼした。そのぱあい，客観的な階級構成表の

作成を基礎として，再生産構造，支配機構，イデォロボ 状況をも具体的に分析し，階

13) Iわれわれの階級論のE論的構成の歩みは遅々として未だ決定版に達しえていない。 Lか

L，現代噌級論の諸潮流の論争が理描己夫元で決着のつくま巴統計資料の組替え作業が無意味で

あるとは思わない。むしろ7統計資料の組替え作&1にこそ その前曜となる理論白馬脚が現われ

ていて，前進。契機がある固」大橋隆憲， 現代階級論の つの漸伊について Rob Steven民

の批判によ引で 関両大学「経済論集」第26巻鰐4. 5合僻号， 1977年 1月。

14) I統計学=社会科学方法論説の立場をとるにしても j その主要課題を，社会的実院が提起する

課題解決心方法論的問題にお〈か， それとも j 統計理論の体系化とし、ぅ統計学史的問題におく

か，によって問題の立て方が異なってぐる。私は当面1 前者を重視する。それは，社会科学の基

木領域におし、て，統計方法上j 宋解決り具体的問題が，あまりにも多く放置されているからであ

る。生産関部表示指標としての社会階級分類の研究も，その つであろう.H対象の特殊性をね

き去るのではなく，特現性を含み込む具体的普通の方向で方訟を捉えるならば，当然に実質科学

の内部へ深〈入り込まねばなるまい。それがむLろ方法を具体的に規定する道なのである.1大

憶怪抵，社会経済分類と社会階級分類 統計方法論争史断章 ， I社会科学の方法」第9巻

第6号， 1976年6月j お茶の水書房。
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級構造・階級対抗の総体を明らかにする視角が大切である"， とされた。第三に，独占

資本家周の分析において，資本所有者と資本の経済的・政治的機能代行者を資本家階級

と規定し，巨大企業の代表性役員を最高経営者層中核部とする考え方は， 現在の「法人

資本主義」論争にかかわる重要論点の提出であった。自衛隊の人的構成山の分析も， き

わめて注目される。第二に，労働者階級白内部構成におい亡， 日本型労働貴族居，管

理・技術・事務を担当するいわゆるサラリーマン周，公務労働者，労働者に対する技術

革新の影響F小フaルジョワ的要素の流入，な T'の分析の課題や提起山 L. 労働問題研究

者や社会学者とも密接な共同研究を行っている。第四に，こうした具体的分析の基礎づ

けのため，マルクス， レーエンの階級論をはじめとして， 現代資本主義における階級論

の発展が志された則。 こう Lて，先生は，現代の階級分析と階級論のため，次々と新し

い提起をされたりである。

(4)1974年 I現代世界の労働者階級」凶以後，先生の階級構成研究には，国際的視点

が強く打ちだされる。

その第ーは，世界の全独立回〔社会主義国を除く) 136ヶ国についての， 階級構成表

および労働者階級の組織状況の推定である。先生は， ILO. Year Boolζof Labour Sta-

t出 KSにもとづいて，開発途上国(アジア・アフリカ・ラテンアメリカ〕と先進国〔主

要 6ヶ国〕について， きわめて子問のかかる組替え作業によって，上記の表を作成L.

その中での日本の階級構成と労働者階級の位置を示した。 この作業は，アメりカ帝国主

義を中軸とする世界の新植民地主義的な支配構造， とりわけ多国籍企業の支配と，帝国

主義の世界支配に反対する諸勢力との対抗を，階級構成の面から示すためであった則。

同じ視点から，先生は s.アミンの「帝国主義体制の階級構造J (1977年〕を紹介L，

その「世界資本主義件市UJの階級構成哀 発達した資本主義的中心部による従属的周

15) 大橋陸怠現代日本の陪決構成分析の祖角と方法. i新マルク λ経済学講座卸6巷戦後日本

資本主義の附級梢成J1976年，有斐閣など。

16) 大橋陸怠戦後日本の社会諸1階級と軍政. i経済論叢」第9，Il巻第3号， 1965昨3月。

17) 大橋隆鼠戦後日本の社会構造の変化 日ソ学術γ ン衣ジウムに出席して←ー.i研究所報」

第14号， 198C年2月1 日本福祉大字社会科学研究所。
1&) 注15)，l:同ヒ。

19) 丈靖隆品現代世界の労働者階級一一統計による把握の問題点 . i経由論叢」第113巻第1
号， 1974年 1月。

20) 大橋隆定j 同上，および，現代世界の階紐構成と日本の地位.i新マルクス経済学講座第6巻
戦後日ぷ資本主義の階融構成」前掲。
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辺部の支配=超過剰余労働の搾取・収奪の結果をあらわす諸階級の分析←←を， 自らの

表と対比された'"。

第二は，先進資本主義国の階級構成・階級闘争の理論についての国際的論争の評価で

ある。そり端緒は，先生白「日本り陪級構成」に対する R ・スティープン氏の直接の批

判であった。スティーフン氏は，独占資本主義白下では，独占部門と非独占部門とを区

別し，独占段階における搾取・収奪と階級関係の特質を明確にした階絞構成表を作るべ

きだ， と主張したのも， I日本の階級構成の要約 lを作成L， A・G・フランクの理論

に依拠して，①プルジョワジ を独占資本家居とルンベン資本家層に分け，①新中間階

級に大企業と政府の被雇者を入れ， ③ルンペン・プロレタリアートとして下請会社労働

者などを位霞づけた，，'。先生は，スティープン氏の批判には同意しつつも， ルンベン概

念と大企業被扉者ニ新中間階級の位置づけには懐疑的であった。先生は， この論争を

きっかけに， N ・プーフンツァス， E' 0 ・ライトなどの階級理論， Iユーロ・コミュ

ズム」との関連で行われたフラ J ス共産党・イギリス共産党主中心とする陪概論の討

論の紹介・評価に関心を広げて行かれるのである制。

11 

先生は， 1975年 4月，京都大学を退官L日本福祉大学に移られてのちp 社会福祉論j

とりわけ障害者統計論に強い関心をよせ，矢つぎぱゃに労作を執筆された。

「かつて， といっても今から20年前， 1954年 7月のことである。日本労働組合総評議

会は「総評シリーズ・lOJで「官庁統計のぎまんをつく統計の闘い」ともヴ山ンフレッ

トを出した。 当時を思い起こすと， G4年は自衛隊法が成立した年であり， いわゆる

泰平安楽の55年体制の入口にあった年である。この時，総評の「統計の闘し、」は， 労働

運動り前進に願いをこめ，労働者階級の生活に直接関係する統計をとりあげた。そして

「さぎをからすといいくるめる政府の統計」を吟味・批判したのである。

1980年代は，既に高度成長も崩れ去り，長期不況が見込まれ，既に福祉見なおしさえ

21) 大橋隆憲j 階級構成の分析目的3 坂寄隆雄・塩田庄兵衛編「労冊問題の今円的司ι題J1979年

8月l 有斐閣。

22) 土橋障害，現代措紐論の一つの潮流区ついて Rob Steven民の批判によせて ，前掲。

23) 大橋隆法小山陽ーほか訳， A'ハント編「階級と階級構造J1979午，法骨文化社口大橋隆

定乙踏板橋味。分析目的，前掲。
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唱えられている。にもかかわらず「国民の9Q%が中流意識をもっ」とも百われる。 これ

は一体なにを意味するのか。この院明のため，私は， 日本亡基本的人権が辰も軽視され

ている，障害者福祉関係自統計をとりあげてみたい。J24)

先生は，福祉行政の基礎となzべき厚生省統計， !-くに障害岩統計にたいする吟味・

批判らしきものが殆んどみられない現状を， iいいかげんな統計でなにが福祉行政か」聞

と指摘され， i厚生白書・昭和56年版」における障害者数の統計の吟味・批判をつうじ

てヲ先生独自の推計値を対置された。

先生は，厚生省・障害者統計の吟味・批判においても，賂川理論にもとづいて，障害

者柴田の理論的規定と統計技術的規定から出発される。まず， I国際障害者年行動計画」

は， I障害jについての 3側面 損傷障害，能力障害，生活障害(社会的不利〉を区

別した上 C， i障害者集団を健常者集団と異ったユーズをもっ特別な集団と見なすべき

でなく，健常者と同じ普通の人間的ニ ズを満たすのに特別の困難をもっ普通の市民

と見なすべきt，O'J耐と規定する。そこで先生は， I国際障害者年行動計画Jの規定にも

とっき，障害者集団の単位の理論的規定を「能力障害者」とするが， その統計技術的規

定については， i実際には量的に能力低下の程度につき， どとから障害者と見なすかを

きめねばならず，それによって障害者の数は全くもがって〈るJ271 とL， これらの況定

にもとついて，厚生省・障害者統計の詳細な検討をされた。厚生省と大橋推計の差を生

みだす主な原因は，障害程度の判定基準で軽度障害者をふくめるか吾かにあった。厚生

表日本の障害者数 1980年0.'

ててごご再罰Ij1~1:a;品E吉田長耳目長吉 d l e 」U g 
¥ 同 J 作作同悶且 悶庁 p 薙扇著ftIli一三亡灰百五「丈百

推計者耳 ~¥~号者 (P 者 (MR 有 MD)i(N) 日 パ5!b) 千人〕

昭和56年白書 11 216万 ~6万人 1日日万人 1伺万λ450万人 3，9i 11，517 
l| ! j i j i F1例年〉

民主主思議選542lnoim  lm  jm  j m 175KJAil空〕

24) 士桶陸軍， 8年代「統計の闘い」 その焦点の一つについて ， r統計」第31巻第1号，

198C平 1月， 日本統計協会。

25) 大橋隆志，いいかげんな統計でなにが福祉行政か， r経背JNo. 244， 1982年12月。

26).. 27) 大橋隆泣1 障害者統計と「社会的不利」ー-WHOの Handicapの評而法を中心に ， 
「京京経大学会誌」第125号， 1982年3周。

28) 同上論文。なおこの表は，先生の多〈の論文にくりかえし引用される。
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省は，障害程度の規定を客観的に規定するというより，行政の視点から， I障害程度の

軽度者'ir-cきるだけ多〈切りすそる，安あがり主義J"】をとっている， と先生は怒りを

こめて告発されたのである。

芝町，先生は，白木楕ネIト犬学の大学院牛・羊牛とともに， 労力のいる調在を 2つ実施

された。一つは， r都道府県別障害者概数調査」削であり，障害者概数の推計を府県に

対する調査の積み上げで行おうとした。 もう うは， r国際障害者年に対する各宗宗教

教団の活動調査 仏教系宗教団体および諸教について」であり，仏教系教団の寺院で

精薄児者施設の経営を行うものは j キりスト教系教会に比してはるかに少いことが明ら

かにさわした叫。

先生は』生活の場でも， 1978年秋から1981年 7月まで，心身障害者共同作業所生作り，

育てる仕事に'L.'血士注がれた。先生をはじめとする後援金，指導員の努力によ J て，

「みやこ共同作業所」は， 1979年 6月，諮問ハプテスト教会の京障連〔京都障害児者の

生活と権利を守る連絡会〕事務所で第一歩を踏みだL，場所を転々としながらも，歩み

つづけた。

III 

先生は，幼時を回想して次のようにいわれる。 I大正12年東京大震災があった。田舎

でも朝鮮人がせめてくるというの Eタケヤリなどを作っていた。その時，おやじが，そ

んな馬鹿なことは者えられなし、， というようなことを去った。それが村の青年間に伝わ

り，家が竹やりでとりかこまれ，おやじはつる Lあげを〈った。その光景が記憶に残り，

自分としては親父に同情したし，朝鮮人に対する連帯感がその頃から生れた様に思

う。大杉栄のことも，この頃から知る様になった様に思う。 したがってj 社会主義につ

いては比較的早くから関心があった。 J~2)

!日制浦和高校には， 1928年から31年まで在籍したが，反戦活動などでストライキに 2

回加わり，無期停学を 2回うけたが， f可れも夏休みの終わりまでに解除されたロ全国農

29) 大橋隆憲!昨害者統計の意味するもの (11)，r統計学」第4ユ号，ユ981年9月。
30) 大橋隆此都道府県別障害者概数調査結果について， r日本福祉犬学早F究紀要」却52号;.， 1982 

年 6月。

31) 大橋隆憲，国際障害者年と仏教教団， r日本仏教社会福祉学会年報J第13号， 1982年12且。

32) 大橋先生の自筆のメそによる。
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民組合埼玉県連を，渋谷定輔氏の書記長の下で，書記補として手伝っていた。 1931年末

に逮捕されるが起訴留保となる

1932年，先生は東京大学文学部宗教学科に入学L，大学院にも進んだが，次第にファ

ヅ γ 異化する既成イ/、教に批判をいだき， I戦闘的無神論者同盟J!.こ加わる。次第に反

戦・反ファシズムの運動に身を投じ，地下の非合法組織のなかでは，学生「肢を着た故松

川七郎氏と知り合った，という削。 1934年j 治安維持法違反容疑で 2回目の投獄をうけ

たが，再び起訴留保となった。

1937年，先生はj 東京を追われ，資本論と虫歯川|統計学を勉強しようと思って， 京都犬

学経済学部に入学L，地)11ゼミナールに参加害れた。 1940年，卒業後， すく功手に採用

されたが， 1牛後の41年 1月』東京との連絡者であろうとの想定でまた逮捕された。!II

端署にまわされた時，特高課員から， I京人への時去を害〈か， 山科刑務所へ行く刀ミJ

E強要され2 辞表を出すことを余儀なくされた。

第z次大戦中，侵略戦争の嵐の吹きすさぶ中で，先生は，思想担保護観察法によiS保

護観察に付されながらM ，日本鋼管株式会社の経理部係長として勤務した。そのかたわ

ら，描)11教授からもらったG.V・マイヤ の大著の翻訳に没頭し， 1943年， I統計学

の本質と方法」として公刊された。

戦後，民主化運動の高揚のなかで， 先生は日本鋼管本社苦働組合の初代委員長に推さ

れ，組合結成と生産管理闘争を指導したのも， 1946年 3月大量解雇反対運動に敗れ，責

任をとって辞職されfこS510

先生ほ，その後，東京工業大学講師を経て，1919年 2月，京都大学に復職される。お

そらく，この激動の時代ぞ 戦争を許きず民主主主誌を求め，全〈私心を捨てて闘い抜か

れた'"'その姿勢と意志力こそが，戦後，いくたびもの病苦に打ちかつて，統計学の研

究とともに，民主主義科学者協会，京都住民のくらしを守る学者・宗教者・文他人の会，

地域。障害者運動などの活動をやりぬいた，大きなエネルギーを生みだしたのであろう。

33) Á'楠隆憲，古文位~}II七郎会員へのお別札のことば， r統計学」市4U号.1!:J81竿 3月。

34) 大橋隆法，敗戦のころ， r獅子J(俳句文化誌) 4号.1980年10月。
35) 大橋隆憲，創立当初の断想， Iかがり火JNo.26(創立10周年記念号)， 1956年1月24日，日

本鋼管本社労組のまた，朝日新聞， 1946年2月5閏(火〉に，日本鋼菅本社告組など， 1万 3千人

のデそが，丈橋委員長を先頭に Lて，首相官邸におしかけた，との記事がある。
36) 大悟蜂環私の戦争体験記 fPeace Now 1 私の戦争体験」第5号 198::年5月初日.


